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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 6月 27日 (2005.6.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 固 定 子 巻 線 が 収 容 さ れ る ス ロ ッ ト を 形 成 し 、 回 転 子 と 対 向 す る 部 分 に 中 央 部 と 端 部 か ら
な る テ ィ ー ス 先 端 部 を 有 す る テ ィ ー ス 部 が 設 け ら れ て い る 固 定 子 と 、 テ ィ ー ス 先 端 部 と 間
隙 を 介 し て 配 置 さ れ 、 永 久 磁 石 を 収 容 す る 磁 石 収 容 孔 が 各 磁 極 に 設 け ら れ て い る 回 転 子 と
を 備 え る 永 久 磁 石 電 動 機 で あ っ て 、

　 隣 接 す る 磁 極 に 設 け ら れ て い る 空 隙 部 の 距 離 を Ｂ 、 隣 接 す る テ ィ ー ス 部 の 側 面 間 の 最 短
距 離 を Ａ 、 テ ィ ー ス 部 の 幅 を Ｃ 、 空 隙 部 の 周 方 向 の 長 さ を Ｄ と し た 時 、
　 　 Ｂ ≧ Ａ 、 Ｄ ≧ Ｃ
を 満 足 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 永 久 磁 石 電 動 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 永 久 磁 石 電 動 機 で あ っ て 、 テ ィ ー ス 先 端 部 の 周 方 向 の 長 さ を Ｈ と し た
時 、 ［ Ｄ ≧ Ｈ ］ を 満 足 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 永 久 磁 石 電 動 機 。
【 請 求 項 ３ 】

　 各 磁 極 の 磁 石 収 容 孔 の 端 部 壁 と 回 転 子 の 外 周 部 と の 間 に 空 隙 部 が 設 け ら れ 、 こ れ に よ っ
て 、 各 磁 極 の 空 隙 部 の 間 に 主 磁 極 部 が 形 成 さ れ る と と も に 、 隣 接 す る 磁 極 の 空 隙 部 の 間 に
磁 極 間 部 が 形 成 さ れ て お り 、

　 固 定 子 巻 線 が 収 容 さ れ る ス ロ ッ ト を 形 成 し 、 回 転 子 と 対 向 す る 部 分 に 中 央 部 と 端 部 か ら
な る テ ィ ー ス 先 端 部 を 有 す る テ ィ ー ス 部 が 設 け ら れ て い る 固 定 子 と 、 テ ィ ー ス 先 端 部 と 間
隙 を 介 し て 配 置 さ れ 、 永 久 磁 石 を 収 容 す る 磁 石 収 容 孔 が 各 磁 極 に 設 け ら れ て い る 回 転 子 と
を 備 え る 永 久 磁 石 電 動 機 で あ っ て 、
　 各 磁 極 の 磁 石 収 容 孔 の 端 部 壁 と 回 転 子 の 外 周 部 と の 間 に 空 隙 部 が 設 け ら れ 、 こ れ に よ っ
て 、 各 磁 極 の 空 隙 部 の 間 に 主 磁 極 部 が 形 成 さ れ る と と も に 、 隣 接 す る 磁 極 の 空 隙 部 の 間 に
磁 極 間 部 が 形 成 さ れ て お り 、



【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 永 久 磁 石 電 動 機 で あ っ て 、

【 請 求 項 ５ 】
　 に 記 載 の 永 久 磁 石 電 動 機 で あ っ て 、 各 磁 極 の 空 隙 部 間 の 有 効 磁
極 部 の 開 角 θ が 、 有 効 磁 極 部 に ４ 個 の テ ィ ー ス 部 と ５ 個 の テ ィ ー ス 部 が 交 互 に 対 向 す る 角
度 に 設 定 さ れ て い る 永 久 磁 石 電 動 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 に 記 載 の 永 久 磁 石 電 動 機 で あ っ て 、 磁 石 収 容 孔 の 端 部 壁 と 回 転
子 の 外 周 部 と の 間 に 設 け ら れ て い る 空 隙 部 は 、 回 転 子 の 外 周 部 に 形 成 さ れ た 凹 部 で あ る 永
久 磁 石 電 動 機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 に 記 載 の 永 久 磁 石 電 動 機 で あ っ て 、 空 隙 部 は 、 周 方 向 の 各 位 置
に お け る 半 径 方 向 の 長 さ が 等 し く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 永 久 磁 石 電 動 機 。
【 請 求 項 ８ 】
　 に 記 載 の 永 久 磁 石 電 動 機 で あ っ て 、 固 定 子 に は 軸 方 向 に 貫 通 す
る 通 路 が 設 け ら れ て お り 、 固 定 子 の 外 径 を Ｒ ａ 、 固 定 子 の 内 径 を Ｒ ｂ 、 ス ロ ッ ト 断 面 積 を
Ｓ 、 ス ロ ッ ト 数 を ｚ 、 通 路 の 総 断 面 積 を Ｇ と し た 時 、
　 　 ［ （ Ｒ ａ ／ ２ ） ２ π － ｛ （ Ｒ ｂ ／ ２ ） ２ π ＋ Ｇ ｝ ］ × ０ ． ２ ≦ （ Ｓ × ｚ ）
　 　 　 　 　 　 　 　 ≦ ［ ｛ （ Ｒ ａ ／ ２ ） ２ π － ｛ （ Ｒ ｂ ／ ２ ） ２ π ＋ Ｇ ｝ ］ × ０ ． ４
を 満 足 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 永 久 磁 石 電 動 機 。
【 請 求 項 ９ 】
　 固 定 子 巻 線 が 収 容 さ れ る ス ロ ッ ト を 形 成 し 、 回 転 子 と 対 向 す る 部 分 に 中 央 部 と 端 部 か ら
な る テ ィ ー ス 先 端 部 を 有 す る テ ィ ー ス 部 が 設 け ら れ て い る 固 定 子 と 、 テ ィ ー ス 先 端 部 と 間
隙 を 介 し て 配 置 さ れ 、 永 久 磁 石 を 収 容 す る 磁 石 収 容 孔 が 各 磁 極 に 設 け ら れ て い る 回 転 子 と
を 備 え る 永 久 磁 石 電 動 機 で あ っ て 、

　 永 久
磁 石 電 動 機 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 に 記 載 の 永 久 磁 石 電 動 機 で あ っ て 、 固 定 子 の 外 径 が ９ ０ ｍ ｍ で
あ る 永 久 磁 石 電 動 機 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 圧 縮 機 で 圧 縮 し た 熱 交 換 媒 体 を 用 い て 室 内 の 温 度 を 調 整 す る 空 調 装 置 で あ っ て 、 圧 縮 機
の 駆 動 電 動 機 と し て に 記 載 の 永 久 磁 石 電 動 機 を 用 い た 空 調 装 置
。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 圧 縮 機 で 圧 縮 し た 熱 交 換 媒 体 を 用 い て 庫 内 の 温 度 を 調 整 す る 冷 蔵 庫 で あ っ て 、 圧 縮 機 の
駆 動 電 動 機 と し て に 記 載 の 永 久 磁 石 電 動 機 を 用 い た 冷 蔵 庫 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 電 動 機 に よ り 駆 動 さ れ る 車 載 装 置 で あ っ て 、 電 動 機 と し て に
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　 回 転 子 の 外 周 部 と テ ィ ー ス 先 端 部 と の 間 の 間 隙 を ｇ 、 空 隙 部 の 半 径 方 向 の 長 さ の 最 短 長
を Ｌ と し た 時 、
　 　 ｇ × ０ ． ２ ≦ Ｌ
を 満 足 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 永 久 磁 石 電 動 機 。

　 Ｌ ≦ ｇ × ０ ． ５
を 満 足 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 永 久 磁 石 電 動 機 。

請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か

請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か

請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か

請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か

　 各 磁 極 の 磁 石 収 容 孔 の 端 部 壁 と 回 転 子 の 外 周 部 と の 間 に 空 隙 部 が 設 け ら れ 、 こ れ に よ っ
て 、 各 磁 極 の 空 隙 部 の 間 に 主 磁 極 部 が 形 成 さ れ る と と も に 、 隣 接 す る 磁 極 の 空 隙 部 の 間 に
磁 極 間 部 が 形 成 さ れ て お り 、
　 磁 石 収 容 孔 に は 、 磁 石 収 容 孔 の 端 部 壁 と の 間 に 間 隙 が 設 け ら れ る よ う に 永 久 磁 石 が 収 容
さ れ て お り 、

磁 石 収 容 孔 の 端 部 壁 及 び 空 隙 部 の 底 壁 が 回 転 子 の 外 周 部 に 略 平 行 に 形 成 さ れ て い る

請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か

請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か

請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か

請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か



記 載 の 永 久 磁 石 電 動 機 を 用 い た 車 載 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 第 １ 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た と お り の 永 久 磁
石 電 動 機 で あ る 。
　 請 求 項 １ に 記 載 の 永 久 磁 石 電 動 機 は 、 固 定 子 巻 線 が 収 容 さ れ る ス ロ ッ ト を 形 成 し 、 回 転
子 と 対 向 す る 部 分 に 中 央 部 と 端 部 か ら な る テ ィ ー ス 先 端 部 を 有 す る テ ィ ー ス 部 が 設 け ら れ
て い る 固 定 子 と 、 テ ィ ー ス 先 端 部 と 間 隙 を 介 し て 配 置 さ れ 、 永 久 磁 石 を 収 容 す る 磁 石 収 容
孔 が 各 磁 極 に 設 け ら れ て い る 回 転 子 と を 備 え 、 各 磁 極 の 磁 石 収 容 孔 の 端 部 壁 と 回 転 子 の 外
周 部 と の 間 に 空 隙 部 が 設 け ら れ 、 こ れ に よ っ て 、 各 磁 極 の 空 隙 部 の 間 に 主 磁 極 部 が 形 成 さ
れ る と と も に 、 隣 接 す る 磁 極 の 空 隙 部 の 間 に 磁 極 間 部 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 隣 接 す
る 磁 極 に 設 け ら れ て い る 空 隙 部 の 距 離 Ｂ 、 隣 接 す る テ ィ ー ス 部 の 側 面 間 の 最 短 距 離 Ａ 、 テ
ィ ー ス 部 の 幅 Ｃ 、 空 隙 部 の 周 方 向 の 長 さ Ｄ が 、 ［ Ｂ ≧ Ａ ］ 及 び ［ Ｄ ≧ Ｃ ］ を 満 足 す る よ う
に 構 成 さ れ て い る 。
　 こ れ に よ り 、 充 分 な リ ラ ク タ ン ス ト ル ク を 得 る こ と が で き る た め 、 効 率 が 向 上 す る 。 ま
た 、 磁 石 収 容 孔 に 収 容 さ れ て い る 永 久 磁 石 の 端 部 で の 磁 束 短 絡 量 を 低 減 す る こ と が で き る
た め 、 有 効 磁 束 量 を 増 加 さ せ る こ と が で き 、 効 率 が 向 上 す る 。 さ ら に 、 リ ラ ク タ ン ス ト ル
ク の 変 動 の 低 減 に よ っ て ト ル ク 脈 動 が 低 減 し 、 あ る い は 、 永 久 磁 石 の 端 部 で の 磁 束 短 絡 量
の 低 減 に よ っ て 回 転 子 と 固 定 子 と の 間 の ラ ジ ア ル 方 向 の 磁 気 吸 引 力 が 低 減 す る た め 、 騒 音
や 振 動 を 低 減 す る こ と が で き る 。 な お 、 磁 石 収 容 孔 と 回 転 子 の 外 周 部 と の 間 に 空 隙 部 を 設
け て 永 久 磁 石 を 回 転 子 の 外 周 部 か ら 離 れ て 配 設 す る こ と に よ り 、 永 久 磁 石 の 端 部 が Ｐ Ｗ Ｍ
制 御 等 に よ る 高 調 波 磁 束 の 影 響 を 受 け る こ と が な く 、 永 久 磁 石 の 端 部 発 熱 を 減 少 さ せ て 、
鉄 損 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 点 に お い て も 、 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
　 な お 、 「 磁 石 収 容 孔 の 端 部 壁 」 は 、 回 転 子 の 外 周 部 近 傍 の 端 部 壁 を 意 味 す る 。 例 え ば 、
各 磁 極 の 磁 石 収 容 孔 が 複 数 の 磁 石 収 容 孔 部 を 列 状 に 配 置 し て 構 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 「
磁 石 収 容 孔 の 端 部 壁 」 は 、 回 転 子 の 外 周 部 側 に 配 置 さ れ て い る 磁 石 収 容 孔 部 の 端 部 壁 の う
ち 、 回 転 子 の 外 周 部 近 傍 の 端 部 壁 を 示 す 。
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ２ 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た と お り の 永 久 磁 石 電 動 機 で あ る 。
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 永 久 磁 石 電 動 機 は 、 空 隙 部 の 周 方 向 の 長 さ Ｄ 、 テ ィ ー ス 先 端 部 の 周 方
向 の 長 さ Ｈ が 、 ［ Ｄ ≧ Ｈ ］ を 満 足 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 こ れ に よ り 、 永 久 磁 石 の 端 部 で の 磁 束 短 絡 量 を 一 層 低 減 し て 、 有 効 磁 束 量 を さ ら に 増 加
さ せ る こ と が で き る た め 、 効 率 が よ り 向 上 す る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ３ 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た と お り の 永 久 磁 石 電 動 機 で あ る 。
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 永 久 磁 石 電 動 機 は 、 固 定 子 巻 線 が 収 容 さ れ る ス ロ ッ ト を 形 成 し 、 回 転
子 と 対 向 す る 部 分 に 中 央 部 と 端 部 か ら な る テ ィ ー ス 先 端 部 を 有 す る テ ィ ー ス 部 が 設 け ら れ
て い る 固 定 子 と 、 テ ィ ー ス 先 端 部 と 間 隙 を 介 し て 配 置 さ れ 、 永 久 磁 石 を 収 容 す る 磁 石 収 容
孔 が 各 磁 極 に 設 け ら れ て い る 回 転 子 と を 備 え 、 各 磁 極 の 磁 石 収 容 孔 の 端 部 壁 と 回 転 子 の 外
周 部 と の 間 に 空 隙 部 が 設 け ら れ 、 こ れ に よ っ て 、 各 磁 極 の 空 隙 部 の 間 に 主 磁 極 部 が 形 成 さ
れ る と と も に 、 隣 接 す る 磁 極 の 空 隙 部 の 間 に 磁 極 間 部 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 回 転 子
の 外 周 部 と テ ィ ー ス 先 端 部 と の 間 の 間 隙 ｇ 、 空 隙 部 の 半 径 方 向 の 長 さ の 最 短 長 Ｌ が ［ ｇ ×
０ ． ２ ≦ Ｌ ］ を 満 足 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 こ れ に よ り 、 短 絡 磁 束 が 減 少 し 、 効 率 が 向 上 す る 。 さ ら に 、 ラ ジ ア ル 方 向 の 磁 気 吸 引 力
の 低 減 に よ っ て 、 騒 音 や 振 動 を 低 減 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ４ 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た と お り の 永 久 磁 石 電 動 機 で あ る 。
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 永 久 磁 石 電 動 機 は 、 ［ Ｌ ≦ ｇ × ０ ． ５ ］ を 満 足 す る よ う に 構 成 さ れ て
い る 。



【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 に 記 載 の 永 久 磁 石 電 動 機 を 用 い れ ば 、 電 源 供 給 源 と し て Ｐ Ｗ Ｍ 制
御 方 式 の イ ン バ ー タ を 用 い た 場 合 で も 、 所 定 の 性 能 を 維 持 し な が ら 小 型 化 す る こ と が で き
る 。
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　 こ れ に よ り 、 例 え ば 、 回 転 子 の 外 周 部 に 形 成 し た 凹 部 を 空 隙 部 と し て 用 い る 場 合 に 、 熱
交 換 媒 体 に 対 す る 凹 部 の 抵 抗 力 の 増 大 を 低 減 し 、 凹 部 で の 損 失 の 増 大 を 抑 制 す る こ と が で
き る た め 、 効 率 の 低 下 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ５ 発 明 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 さ れ た と お り の 永 久 磁 石 電 動 機 で あ る 。
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 永 久 磁 石 電 動 機 は 、 各 磁 極 の 空 隙 部 間 の 有 効 磁 極 部 の 開 角 θ が 、 有 効
磁 極 部 に ４ 個 の テ ィ ー ス 部 と ５ 個 の テ ィ ー ス 部 が 交 互 に 対 向 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
　 こ れ に よ り 、 よ り 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ６ 発 明 は 、 請 求 項 ６ に 記 載 さ れ た と お り の 永 久 磁 石 電 動 機 で あ る 。
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 永 久 磁 石 電 動 機 で は 、 回 転 子 の 外 周 部 に 形 成 さ れ た 凹 部 に よ り 空 隙 部
を 構 成 す る 。
　 こ れ に よ り 、 回 転 子 を 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ７ 発 明 は 、 請 求 項 ７ に 記 載 さ れ た と お り の 永 久 磁 石 電 動 機 で あ る 。
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 永 久 磁 石 電 動 機 で は 、 空 隙 部 は 、 周 方 向 の 各 位 置 に お け る 半 径 方 向 の
長 さ が 等 し く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
　 こ れ に よ り 、 回 転 子 を 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。
　 な お 、 「 半 径 方 向 の 長 さ が 等 し い 」 と い う 記 載 は 、 半 径 方 向 の 長 さ が 略 等 し い 場 合 も 含
ん で い る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ８ 発 明 は 、 請 求 項 ８ に 記 載 さ れ た と お り の 永 久 磁 石 電 動 機 で あ る 。
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 永 久 磁 石 電 動 機 で は 、 固 定 子 に は 軸 方 向 に 貫 通 す る 通 路 が 設 け ら れ て
お り 、 固 定 子 の 外 径 Ｒ ａ 、 固 定 子 の 内 径 Ｒ ｂ 、 ス ロ ッ ト 断 面 積 Ｓ 、 ス ロ ッ ト 数 ｚ 、 通 路 の
総 断 面 積 Ｇ が 、 ［ ［ （ Ｒ ａ ／ ２ ） ２ π － ｛ （ Ｒ ｂ ／ ２ ） ２ π ＋ Ｇ ｝ ］ × ０ ． ２ ≦ （ Ｓ × ｚ
） ≦ ［ ｛ （ Ｒ ａ ／ ２ ） ２ π － ｛ （ Ｒ ｂ ／ ２ ） ２ π ＋ Ｇ ｝ ｝ ］ × ０ ． ４ ］ を 満 足 す る よ う に
構 成 さ れ て い る 。
　 こ れ に よ り 、 よ り 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
　 通 路 と し て は 、 例 え ば 、 固 定 子 の 外 周 部 を 貫 通 す る よ う に 切 り 欠 い た 切 欠 部 や 、 固 定 子
を 貫 通 す る よ う に 形 成 し た 孔 等 が 用 い ら れ る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ９ 発 明 は 、 請 求 項 ９ に 記 載 さ れ た と お り の 永 久 磁 石 電 動 機 で あ る 。
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 永 久 磁 石 電 動 機 は 、 固 定 子 巻 線 が 収 容 さ れ る ス ロ ッ ト を 形 成 し 、 回 転
子 と 対 向 す る 部 分 に 中 央 部 と 端 部 か ら な る テ ィ ー ス 先 端 部 を 有 す る テ ィ ー ス 部 が 設 け ら れ
て い る 固 定 子 と 、 テ ィ ー ス 先 端 部 と 間 隙 を 介 し て 配 置 さ れ 、 永 久 磁 石 を 収 容 す る 磁 石 収 容
孔 が 各 磁 極 に 設 け ら れ て い る 回 転 子 と を 備 え 、 各 磁 極 の 磁 石 収 容 孔 の 端 部 壁 と 回 転 子 の 外
周 部 と の 間 に 空 隙 部 が 設 け ら れ 、 こ れ に よ っ て 、 各 磁 極 の 空 隙 部 の 間 に 主 磁 極 部 が 形 成 さ
れ る と と も に 、 隣 接 す る 磁 極 の 空 隙 部 の 間 に 磁 極 間 部 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 磁 石 収
容 孔 に は 、 磁 石 収 容 孔 の 端 部 壁 と の 間 に 間 隙 が 設 け ら れ る よ う に 永 久 磁 石 が 収 容 さ れ て お
り 、 磁 石 収 容 孔 の 端 部 壁 及 び 空 隙 部 の 底 壁 が 回 転 子 の 外 周 部 に 略 平 行 に 形 成 さ れ て い る 。
　 な お 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 固 定 子 の 外 径 を ９ ０ ｍ ｍ と す る こ と に よ り
、 永 久 磁 石 電 動 機 を 小 型 化 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 本 発 明 の 永 久 磁 石 電 動 機 を 、 請 求 項 １ １ や 請 求 項 １ ２ に 記 載 さ れ て い る よ う に
、 空 調 装 置 や 冷 蔵 庫 等 の 圧 縮 機 駆 動 用 電 動 機 と し て 、 あ る い は 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 さ れ て
い る よ う に 、 車 載 装 置 の 駆 動 電 動 機 と し て 用 い る こ と に よ り 、 各 装 置 を 小 型 化 す る こ と が
で き る 。

請 求 項 １ ～ 請 求 項 １ ３
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